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日記--=固

安E

債
格
に
於
け
る
歴
史
的
惇
統
性

|
|
分
配
闘
係
に
於
け
る

日
本
的
性
格
に
鯛
れ
つ
〉
|
|

桑

原

菅

一
切
が
値
段
阿
付
せ
ち
る
h
現
代
人
の
生
活
は
債
格
生
活
で

あ
る
。
貨
幣
が
経
済
的
評
債
の
一
般
規
準
を
注
す
相
を
玉
口
々
は

貨
幣
経
済
と
呼
ぶ
。
生
産
が
主
と
し
て
資
本
の
運
用
に
よ
る
相

を
資
本
的
生
産
と
呼
ぴ
、
財
貨
が
凡
て
貨
幣
を
取
得
す
る
た
め

に
生
産
さ
れ
る
婆
を
資
本
的
商
品
生
産
組
織
と
呼
ぶ
。
資
本
制

的
商
品
生
産
の
目
的
は
、
原
則
と
し
て
利
潤
の
追
求
に
あ
る
。

利
潤
は
結
局
商
品
買
買
に
よ
っ
て
寅
現
し
、
買
買
は
債
値
を
め

ぐ
り
で
行
は
る
。
交
換
交
通
の
中
心
黙
に
立
つ
も
の
は
慎
格
で

あ
る
。
己
己
で
は
、
商
品
生
産
者
と
消
費
者
と
は
、
原
則
と
し

慣
栴
に
於
け
る
歴
史
的
博
続
性

て
分
離
す
る
。
分
離
し
つ

L
も
、
一
位
合
自
然
的
陀
相
郎
ず
と
と

を
特
色
と
ナ
る
。
生
産
は
常
に
消
費
者
需
嬰
を
捜
し
求
め
る
。

債
格
決
定
根
擦
を
経
済
的
に
限
定
す
る
た
ら
ぽ
、
需
要
と
相
給

と
が
相
一
且
依
存
の
閥
係
に
立
ち
つ
i
h

均
衡
す
る
・
と
と
る
債
格
は

決
定
す
る
。

誌
に
於
て
注
意
し
‘
泣
け
れ
ば
た
ら
た
い
と
と
は
、
商
品
の
歴

史
的
停
統
償
格
で
あ
る
。
即
ち
、
上
来
の
説
明
は
、
現
在
に
於

け
る
商
品
債
格
が
需
要
供
給
関
係
に
よ
っ
て
定
ま
る
と
云
ム
己

と
の
一
瞥
で
あ
っ
た
が
叫
需
要
供
給
関
係
の
基
礎
忙
或
は
夫
と

平
行
し
て
、
商
品
が
歴
史
的
に
獲
得
し
来
れ
る
煩
格
を
も
考
慮

し
た
け
れ
ば
な
ら
ね
。
も
し
さ
う
だ
と
す
れ
ぽ
、
債
格
は
歴
史

的
に
受
取
れ
る
継
承
的
債
格
を
め
ぐ
り
で
、
需
要
供
給
の
闘
係

忙
よ
っ
て
決
定
す
る
と
云
ム
ベ
昔
で
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
、
未

来
へ
の
預
測
を
も
内
容
と
ず
る
。

云
は
wh

、
債
格
は
、
純
経
済
閣
内
論
的
に
は
、
過
去
よ
り
受
取

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

れ
る
債
格
に
準
採
し
、
時
の
生
産
費
を
中
心
と
し
て
、
未
来
へ

の
晴
朗
想
を
苧
み
つ
弘
、
現
存
の
需
要
供
給
の
闘
係
に
よ
っ
て
定

、、
ま
る
。
具
幌
的
に
は
、
此
の
外
忙
、
倫
諸
々
の
枇
合
的
法
制
的

樺
五
十
巻
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七
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伺
格
に
於
げ
る
躍
史
的
侍
続
性

自
然
的
事
情
が
立
働
ら
ぐ
だ
ら
う
と
と
は
言
ふ
ま
で
も
左
い
。

以
下
、
賓
例
を
以
て
、
這
聞
の
事
情
と
理
由
と
を
明
か
に
し

た
い
と
忠
ふ
。

前
週
の
如
〈
、
凡
て
商
品
の
慎
侍
は
、
歴
史
的
体
統
憤
，
婚
を

継
承
し
、
現
賓
の
生
産
費
を
中
心
と
し
て
需
要
供
給
円
闘
係
に

よ
っ
て
定
士
呂
。
共
の
揚
合
、
需
要
者
並
忙
供
給
者
の
枇
曾
的

勢
力
が
作
用
す
る
己
と
は
勿
論
で
あ
る
。
此
の
理
法
は
そ
の
ま

と f宇、 L
E 料、目、小
ろを、本、作
でそ、の、料
あの、小、に
る臥吉、作、つ
。円い料、い

宗縦、は、て

121承、、も
勺し、明、営

先、治、て

も・円、は
の、は、ま
で、じ、る
あ、め、と
る、、思

と徳、ふ
と)11、
は封、
史建、
賓時、
の代、
方ミ ITJ、
ナ 小 、

土
地
の
肥
婿

技
術
的
進
歩
に
依

る
収
穫
の
増
加
、
交
通
の
使
否
、
水
利
の
使
否
、
隣
地
小
作
料

と
の
比
較
、
土
地
買
賀
慣
格
、
地
租
共
他
の
諸
掛
等
を
酪
酌
し

て
、
漸
吠
部
分
的
に
小
作
料
額
に
礎
化
を
来
し
、
或
は
小
作
人

相
互
の
競
争
に
依
り
、
そ
の
騰
貴
を
促
し
、
文
耕
地
整
理
の
施

行
に
仲
ひ
、
小
作
料
の
改
定
を
在
し
た
る
所
も
あ
り
て
、
殆
ん

zt酋
態
を
失
ム
地
方
を
見
る
忙
至
れ
り
」
。

第
五
十
巻

七
-b 

O 

第
六
披

本
邦
小
作
料
は
、
し
か
ら
ば
、
高
い
か
低
い
か
の
問
題
で
あ

る。

一
言
陀
し
て
言
へ
ば
、
極
め
て
高
率
忙
あ
る
と
と
を
詫
意

せ
ね
ば
左
ら
ぬ
。
物
納
で
あ
る
己
と
L
共
忙
、
欧
米
に
共
の
類

かを
う 見
考左
戸、 ν、
て と
来己
てろ
ゐの
る日
山本

自と]

特
j敦
古宮

あ
る。
高
1ハ

所
J;.l 

を
1'1， 
』主

ま
づ
歴
史
的
滑
車
を
尋
む
れ
ぽ
、
徳
川
封
建
時
代
上
り
そ
の

ま
L
継
承
し
ゐ
る
た
め
に
、
本
来
高
率
に
在
っ
た
と
と
が
共
の

一
。
即
ち
五
貢
五
民
の
租
税
思
想
が
地
代
忙
も
支
配
し
、
牧
穫

高
の
約
五
割
見
歯
で
あ
る
。
之
を
諸
外
闘
の
金
納
小
作
料
を
牧

穫
高
比
換
算
す
れ
ば
約
二
三
割
と
な

ιう
か
。

そ
の
二
は
、
日
本
が
農
業
図
で
あ
り
、
殊
に
小
作
農
闘
で
あ

る
己
と
の
ゆ
ゑ
に
、
小
作
地
の
蹄
底
を
来
し
た
と
と
が
、
需
要

供
給
の
大
原
則
に
従
っ
て
、
小
作
料
配
高
め
し
と
と
。

そ
の
三
は
、
益
々
増
加
し
ゅ
〈
過
剰
人
口
の
う
め
き
が
、
掬

が
主
に
も
小
作
地
に
封
ず
る
競
争
意
識
を
募
ら
せ
、
縫
っ
て
小

作
料
を
膝
り
上
げ
し
と
と
。

そ
の
四
は
、
地
主
針
小
作
人
の
枇
合
的
勢
力
関
係
を
あ
げ
や

う
と
息
ふ
。

拙著L日本岡民経済串守三三一頁。
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更
に
一
つ
見
落
す
己
と
の
川
市
消
た
い
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は

日
本
に
於
貯
る
主
民
本
主
義
が
移
植
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
日
本

に
於
け
る
農
業
、
に
半
封
建
的
生
産
関
係
が
支
配
し
て
来
て
ゐ
る

た
め
に
生
ヒ
た
事
柄
で
あ
る
。
印
ち
日
本
の
資
本
主
義
が
上
か

ち
の
指
導
に
よ
っ
て
可
能
た
ら
し
め
ら
れ
た
資
本
主
義
で
あ
る

た
め
に
、
「
十
分
在
る
素
地
を
も
た
な
い
、

政
治
的
指
導
に
も

と
づ
〈
資
本
主
義
化
は
、
常
然
多
く
の
賄
陀
資
本
主
義
化
せ
ら

れ
ぎ
る
も
の
を
残
し
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
と
〈
に
農
村
に

封
し
で
は
、
産
業
革
命
の
必
要
の
犠
牲
と
在
る
こ
と
、
じ
た
が

っ
て
資
本
主
義
の
犠
牲
に
た
る
と
と
が
婆
求
せ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
印
ち
首
時
の
矯
政
者
は
、
官
器
製
校
、
模
範
工
場
制
度
な

ど
を
引
く
る
己
と
に
よ
っ
て
、
機
械
制
工
場
生
涯
の
移
植
に
懸

命
な
努
力
を
試
み
た
の
で
あ
っ
た
が
、
己
の
と
と
を
途
行
す
る

た
め
の
経
質
は
、
い
ふ
ま
で
も
友
〈
、
い
主
だ
費
本
+
士
義
的
産

業
の
起
ら
左
い
首
時
の
淑
態
に
あ
っ
て
は
、
農
村
経
桝
の
負
捨

に
す
る
よ
り
他
は
友
か
た
。
営
時
の
財
政
経
常
牧
入
の
大
部
分

は
、
維
新
ま
で
の
わ
が
闘
絞
怖
が
農
業
経
消
の
段
階
に
あ
っ
た

と
と
か
ら
し
で
も
明
か
で
あ
る
や
う
に
地
租
か
ら
在
っ
て
ゐ
た

領
絡
に
掛
け
る
歴
史
的
停
輯
性

の
で
あ
っ
て
、
閲
家
ほ
と
の
地
租
の
納
入
を
確
保
す
る
だ
め
に

は
、
地
主
hv一
擁
護
し
在
け
れ
ぽ
左
ら
た
か
っ
た
。
そ
の
結
果
ま

も
ん
土
地
を
賢
際
忙
耕
作
し
て
ゐ
る
多
〈
の
小
作
人
の
封
地
主
関

係
は
封
建
的
友
関
係
を
そ
の
ま
ー
に
放
置
せ
ら
れ
た
わ
け
で
あ

る
。
農
業
に
於
け
る
腫
傭
閥
係
と
、
極
め
て
高
い
小
作
料
と
が
、

己
の
事
賓
を
十
分
に
諮
明
し
て
ゐ
る
じ
(
閤
駒
筆
者
)

前
遁
の
知
〈
、
日
本
に
於
け
る
小
作
料
は
侍
統
的
に
極
め
て

高
率
陀
在
っ
て
、
諸
列
強
に
共
の
比
を
見
左
い
。
そ
の
現
尚
も

大
憾
の
ペ
売
が
、
図
民
総
持
の
機
構
か
ら
言
へ
ば
、
口
本
が
本

来
農
本
因
?
あ
り
、
今
日
と
て
も
重
要
在
役
割
を
有
っ
と
己
ろ

陀
蹄
藩
す
る
が
、
阜
忙
土
地
所
得
と
し
て
の
小
作
料
だ
け
で
在

し
に
、
利
子
・
利
潤
・
配
営
等
凡
て
有
つ
者
の
側
に
ゐ
け
る
所

得
が
諸
列
強
に
比
し
て
高
位
に
在
る
と
と
i
A

並
ぺ
て
、
共
反
両

有
た
ぎ
る
者
の
所
得
と
し
で
の
持
賃
が
諸
列
強
に
比
し
て
低
位

忙
在
る
の
と
恩
合
す
る
と
昔
、

H
本
闘
民
所
得
形
成
過
程
に
針

十
る
日
本
的
自
己
反
省
在
か
る
べ
か
ら
宮
る
の
忠
弘
切
々
。

利
子
も
亦
、
他
の
所
得
と
同
ビ
〈
、
債
格
郎
ち
資
本
利
用
に

第
五
十
巻

七
七
=
一

信
六
競

。
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債
格
に
骨
け
る
暦
史
的
倖
粧
性

針
ナ
る
債
格
で
あ
る
か
ら
、
債
格
決
定
の
一
般
理
法
に
従
ひ
、

需
要
供
給
自
閥
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
印
ち
特
定
枇
舎
に

於
け
る
資
本
の
鳩
需
要
と
棉
供
給
と
の
平
衡
す
る
と
と
ろ
利
子

歩
合
は
決
定
さ
れ
る
。

従
っ
て
日
本
の
金
利
が
高
い
と
い
ふ
と
E
る
に
は
、
資
本
の

供
給
の
不
足
が
か
〈
れ
て
ゐ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
金
利
が

一
般
に
高
率
な
る
と
と
が
、
日
本
金
融
市
場
に
於
け
る
穎
著
な

る
特
色
で
あ
る
が
、
共
の
特
色
を
特
色
づ
け
る
も
の
L
一
つ
は
.

前
述
の
如
く
幕
末
か
ら
の
遺
産
で
あ
る
と
と
ろ
の
伺
統
的
継
承

債
格
に
求
め
、
そ
の
二
を
此
の
資
本
紙
芝
に
求
め
ゃ
う
と
忠

J、。
し
か
ら
ば
、
明
治
初
年
に
於
け
る
金
利
は
如
何
在
る
高
さ
に

在
づ
た
か
と
云
へ
ば
、
「
略
ぽ
幕
末
の
葎
格
を
逐
ム
て
定
士
り
‘

一
割
=
一
四
分
(
年
利
)
よ
り
二
割
の
聞
を
往
来
し
た
も
の
i
h

如
〈

で
あ
っ
た
。
此
の
己
と
は
、
小
作
料
が
徳
川
時
代
の
高
さ
を
継

承
せ
る
と
符
合
し
て
興
味
多
し
。
誌
に
も
亦
.
私
の
慣
格
決
定

理
法
の
一
特
色
た
る
停
統
的
継
承
債
格
(
利
子
ち
金
利
も
共
に
債
格

で
あ
る
。
前
者
は
費
本
利
用
の
債
絡
で
あ

p
、
役
者
は
黄
金
又
は
詔
賀
利

第
五
十
巻

七
七
四

第
六
競

O 
四

用
に
劃
す
る
個
格
で
あ
る
)
を
誇
明
寸
る
事
賓
の
一
つ
を
見
る
己
と

が
山
川
来
て
、
毎
々
意
を
強
う
せ
ぎ
る
を
得
な
い
。

兎
忙
角
維
新
早
々
高
率
一
宏
り
し
所
以
は
、
畢
覚
、
幕
末
高
利

率
友
り
し
忙
図
る
ん
」
見
る
べ
き
で
あ
る
。
爾
来
金
利
は
概
じ
て

低
下
の
傾
向
を
辿
っ
て
来
た
が
、
未
だ
に
此
の
侍
統
か
ち
按
け

切
れ
や
に
倫
高
率
に
あ
る
。
目
本
金
利
の
高
率
去
る
理
由
の
一

つ
を
私
は
此
庭
陀
求
め
や
ろ
と
思
ム
。

昭
和
五
年
来
朝
し
た
モ
ー
ル
ト
ン
博
士
も
「
金
利
が
一
般
に

高
位
忙
在
る
と
と
は
何
等
日
本
現
下
の
根
本
的
経
済
事
情
に
起

閃
ず
る
も
の
で
は
一
泣
い
ゃ
う
で
、
寧
ろ
近
代
期
の
初
期
に
於
て

貸
付
資
金
の
供
給
が
十
分
で
左
か
っ
た
頃
か
ら
の
惰
勢
(
随
勅
筆

き
に
図
る
も
の
と
観
る
べ
き
で
あ
る
o
之
忙
関
聯
し
て
想
起
さ

れ
る
と
と
は
、
明
治
の
初
期
に
於
て
日
本
に
は
未
だ
金
融
市
場

た
る
も
の
を
〈
、
政
府
の
護
行
に
係
呂
最
初
の
外
債
は
九
分
利

什
で
あ
っ
売
己
と
で
あ
る
。
又
明
治
の
初
期
二
三
十
年
間
を
通

じ
て
費
本
の
供
給
は
非
常
忙
少
〈
、
従
て
公
私
企
業
の
借
入
金

利
李
は
勢
ひ
高
か
ら
ず
る
を
得
た
か
っ
た
。
貸
付
の
利
率
が
非

常
忙
高
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
貯
蓄
預
金
に
封
ず
る
利
率
も

東洋担昔略報報枇L金融六十年且1五八八頁Qo) 



亦
高
位
に
定
め
ら
れ
た
の
は
異
と
す
る
に
足
ら
・
泣
い
。
而
し
て

貸
付
及
預
金
と
も
一
旦
高
金
利
が
習
慣
と
た
っ
て
了
っ
た
後
で

は
、
全
般
の
金
利
を
獲
草
す
る
と
と
は
中
々
困
難
で
あ
る
」

し
か
ら
ば
、
何
故
に
資
本
は
紋
之
し
不
足
を
告
ぐ
る
か
。
之

は
二
つ
の
方
面
か
ら
考
へ
う
る
と
忠
ム
。

一
は
針
内
的
原
因
で

あ
I1lP り
ち
割、他
内、は
白甘、書す

に外
は白と]
、L苦

日11'1
本で
資あ
本る
主。

義
』土
そ
の
生
弐一
住t

ゴ]
泊三

低;
率

に
在
る
に
も
か
a
h

は
ち
骨
、
そ
の
割
合

ι消
費
多
く
、
従
っ
て

摘
張
再
生
産
忙
振
向
け
ら
る
ぺ
雪
資
本
部
分
が
少
い
か
ら
で
あ

る
。
「
と
の
闘
係
は
外
岡
貿
易
の
上
に
も
明
瞭
に
現
れ
て
ゐ
る
。

す
な
は
ち
、
我
固
に
は
再
生
産
に
役
立
た
た
い
消
費
財
の
輸
入

が
非
常
に
多
い
の
に
封
し
、
と
れ
を
償
却
す
べ
き
貿
易
外
の
受

取
勘
定
が
少
一
泣
い
。
己
の
結
果
、
僅
に
過
去
に
蓄
積
し
た
資
金

bz
切
崩

f
か
、
ま
た
は
外
債
を
起
守
し
て
一
時

E
繭
縫
す
る
と
と

忙
な
り
、
園
民
杢
慣
が
資
本
主
食
ひ
、
ポ
ロ
曾
祉
の
蛸
配
蛍
比

類
す
る
や
う
た
と
と
を
や
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」
。

し
か
る
に
、
他
方
、
針
外
的
に
外
債
を
起
し
て
外
資
を
輪
入

ナ
る
と
と
が
、

E
れ
だ
け
日
本
の
資
本
供
給
に
役
立
っ
た
か
と

債
格
に
於
け
る
歴
史
的
停
続
性

云
ム
に
、
在
か
た
か
息
ふ
通
り
に
外
賓
は
這
入
っ
て
来
左
い
。

何
故
か
と
云
ふ
に
、
結
局
は
信
用
の
問
題
で
あ
る
。

H
本
の
財

政
経
済
に
劃
寸
昌
一
般
的
不
信
認
と
、
特
に
産
業
界
の
投
機
性

に
劃
す
る
不
安
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
議
忙
金
利
高
の
一
原
因

を
拾
ひ
上
げ
れ
ば
信
用
の
飲
乏
と
云
ム
と
と
に
左
ち
ろ
か
。
印

ち
之
が
そ
の
=
一
。
そ
の
四
は
金
融
機
構
の
不
完
全
を
あ
げ
や
う

と
田
山
ふ
。
替
言
す
れ
ば
、
銀
行
そ
の
他
の
信
用
機
関
が
う
ま
〈

行
か
A
Y
、
都
都
資
金
融
通
も
闘
滑
を
鍛
〈
た
め
に
、
安
本
の
融

通
が
鈍
〈

E
つ
少
い
。

か
う
し
た
幾
つ
か
の
事
情
に
土
っ
て
、
日
本
の
金
利
は
法
外

に
高
〈
、
殊
に
英
米
諸
国
の
倍
位
に
在
る
と
と
が
多
か
っ
た
。

此
の
と
と
は
言
ふ
ま
で
も
佐
〈
、
放
資
資
本
家
に
と
っ
て
好
都

合
で
あ
る
。
さ
ち
ぬ
だ
陀
退
隠
的
危
る
日
本
人
を
し
て
利
子
依

食
的
有
閑
階
級
人
た
ち
し
め
る
。

四

持
銀
に
つ
い
で
も
同
様
の
と
と
が
云
へ
る
と
思
ム
。
持
銀
決

定
の
理
は
、

一
般
商
品
債
格
決
定
と
同
様
に
、
単
一
ー
な
る
原
因

を
以
て
之
に
答
へ
ん
と
す
る
と
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
不
完
杢

第
五
十
巻

七
七
五

第
六
競

C 
五

モールトン著棋課日本財政紹情論寸主主ー頁。
問責L恒槽畢栴繭守二七九頁o

拙著L日本国民主里商事1三四回頁。
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債
格
に
於
げ
る
腫
史
的
停
続
性

で
あ
る
。
結
局
諸
種
の
原
因
の
共
働
と
見
る
べ
雪
で
あ
る
。
帥
押

銀
決
定
の
理
に
闘
す
る
諸
種
の
皐
設
は
何
れ
も
不
完
全
で
あ
る

が
、
何
れ
も
一
面
の
真
理
を
も
っ
と
見
た
い
。
多
数
の
皐
設
が

岐
昌
弘
は
、
結
局
原
因
が
そ
れ
だ
け
多
様
で
あ
る
こ
と
の
詮
嫁

一
般
の
商
品
と
異

で
は
あ
る
ま
い
か
。
敢
て
言
ム
ベ
〈
ん
ぽ
、

り
、
持
働
は
特
殊
の
商
品
で
あ
る
以
上
、
自
ら
異
れ
る
原
因
あ

る
ぺ
き
は
一
膝
察
知
し
う
る
。
何
ぞ
や
。
人
を
離
れ
て
は
持
働

存
在
せ
ざ
る
と
と
で
あ
る
。
云
は

r
、
人
聞
の
意
志
を
常
に
反

映
す
る
E
と
が
異
る
。
詳
言
す
れ
ば
、
弊
働
者
個
人
の
我
の
白

号
、
紅
合
的
勢
力
の
自
覚
、
従
っ
て
来
る
持
似
者
階
級
の
闘
極

的
行
動
は
、
普
通
の
商
品
に
見
る
ペ
か
ら
ぎ
る
も
の
で
あ
る
と

云
ム
己
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
特
殊
の
原
岡
と
し
乍
ら
、
生
産
費

を
基
準
と
し
つ
主
、
需
要
供
給
の
法
則
に
よ
っ
て
決
定
き
れ
る
。

し
か
る
に
‘
努
銀
は
一
般
商
品
債
格
よ
り
も
同
定
性
を
有
つ
。

従
っ
て
、
殊
陀
労
働
の
中
心
市
揚
よ
り
遠
け
れ
ぽ
違
い
だ
け
、

持
銀
は
償
朝
日
民
主
っ
て
決
ま
る
を
そ
れ
が
あ
る
叫
歴
史
的
に
は

偉
続
性
の
問
題
が
落
に
淋
ん
で
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。

国
み
は
各
園
祭
働
者
の
勢
銀
を
比
較
す
れ
ば
一
興
左
し
と
せ

ぬ

弊
銀 -
E 事
有五

ム十
る巻

場
p、
口
忙

は

般
に

貨
幣
弊
銀
の
上b
較
だ

七
七
六

C 
ムノ、

第
六
鵠

け
が
先
づ
取
上
げ
ら
れ
る
が
、
イ
Y

ヲ
レ
ヱ
シ
ヨ
ン
・
デ
フ
レ

エ
シ
ヨ
ン
・
ス
グ
ピ
リ
ゼ
エ
シ
ヨ
ン
等
典
型
的
通
貨
政
策
陀
よ

っ
て
貨
幣
債
債
の
費
動
大
在
る
場
合
忙
は
、
貨
幣
慣
値
の
鑓
動

即
ち
物
債
の
鍵
動
と
の
閥
係
に
於
て
、
云
は
vh
賓
質
弊
銀
を
比

絞
ナ
る
と
と
が
重
要
左
問
題
と
在
っ
て
来
る
。
例
へ
ぽ
、
特
忙

濠
洲
に
於
て
は
貨
幣
賃
金
主
一
両
〈
寅
質
賃
金
も
断
然
高
位
に
在

る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
考
へ
お
る
べ
き
と
と
は
、
米
闘
に
於

け
る
と
同
様
主
と
し
て
葬
働
者
一
人
常
り
の
生
産
力
の
増
加
に

依
る
も
の
ら
し
い
。
叉
人
口
密
度
小
た
る
た
め
忙
人
聞
の
債
値

が
大
友
る
賠
も
一
考
す
べ
き
と
と
で
あ
る
。
文
熟
練
弊
働
者
と

不
熟
練
持
働
者
と
の
賃
銀
の
差
も
問
題
と
を
る
が
、
之
は
或
程

度
ま
で
程
度
の
差
で
あ
り
、
主
と
し
て
共
の
岡
の
生
産
組
織
に

よ
っ
て
決
せ
ら
る
ぺ
毒
事
柄
で
あ
る
。
云
は
ピ
生
産
組
織
が
熟

練
不
熟
練
の
何
れ
を
需
要
す
る
か
に
よ
っ
て
定
ま
る
と
と
?
あ

る
。
例
へ
ば
、
日
本
の
従
来
の
如
〈
、
繊
維
工
業
又
は
程
て
業

中
心
の
生
産
組
織
に
在
つ
で
は
、
大
し
た
熟
練
工
を
必
要
E
F
一せ

ざ
る
に
つ
昔
、
熟
練
曲
目
働
者
と
不
熟
練
券
働
者
と
の
賃
銀
ト
一
の

拙著L経済原論教材守二二こ頁。'0) 



差
大
た
ら
や
。
賃
銀
の
閑
曹
は
寧
る
封
建
的
な
痩
津
と
し
て

一
古
は
ピ
ギ
ル
ド
的
危
る
身
分
上
の
一
開
き
か
ら
来
る
賃
銀
上
の
差

異
忙
蹄
せ
し
む
べ
き
で
左
い
か
と
思
ふ
。
し
か
し
た
が
ら
、
教

育
と
技
術
の
修
練
と
が
普
及
す
右
忙
つ
れ
て
、
雨
者
の
能
率
上

の
差
異
が
益
干
少
〈
た
り
つ

L
あ
る
己
と
は
世
界
的
な
傾
向
で

あ
る
。
叉
、
男
子
及
女
子
の
賃
銀
差
で
あ
る
が
、
世
界
的
傾
向

と
し
て
、
男
子
第
働
者
に
謝
し
て
女
子
労
働
者
が
共
の
賃
銀
に

於
て
益
々
接
近
し
つ
h
あ
る
ω

之
に
関
連
し
て
一
言
し
た
雪
は
、
日
本
に
於
け
る
工
場
持
働

者
の
産
業
別
賃
銀
縮
平
均
は
、
昭
和
十
一
年
支
那
事
鑓
前
の
統

一
圏
三
十
銭
の
低
位
に
在
る
が
、
と
れ
は
一
肢

に
本
邦
賃
銀
の
低
廉
在
る
と
と
か
ら
来
る
己
と
勿
論
で
あ
る

が
、
低
廉
友
る
女
子
の
賃
銀
と
平
均
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
り
、

而
も
最
も
低
廉
一
な
る
繊
維
業
従
業
女
子
弁
働
者
が
女
子
購
買
働
者

計
に
よ
る
と
、

中
の
過
字
数
を
占
め
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
本
邦

持
働
賃
銀
が
世
界
各
国
に
比
し
て
夫
れ
商
慣
低
位
に
在
る
と
と

は
事
賓
で
あ
る
。

じ
か
ら
ば
、
何
故
に
低
廉
で
あ
る
か
と
云
へ
ば

一
般
に
あ

慎
格
に
於
け
る
歴
史
的
博
続
性

げ
ら
る
1
h

理
由
は
、
日
本
人
の
生
活
標
準
が
低
い
と
い
ふ
と
と

で
あ
る
。
勿
論
.
之
は
一
つ
の
大
き
在
理
由
で
あ
ら
う
が
.
生
産

‘
力
が
小
で
あ
る
と
と
も
忘
れ
て
は
在
る
ま
い
。
そ
れ
島
共
忙
、

iJ. 己 戸斤
らと謂
で、産
あ特レ業
るにま皇
た持備
め f助軍
K..供に

".襲警
とす
し る
で者
農が
村非
が常

幕K
多

を 普
有を
つ常
てと
ゐす
るる

一
途
に
弊
銀
率
の
引
上
げ
を
在
さ
し
め

え
ざ
る
プ
レ
エ
キ
の
役
目
を
巣
し
て
ゐ
る
と
と
も
注
意
ナ
ペ
苦

と
と

L
思
ふ
。
更
に
は
家
族
制
度
日
本
を
理
由
》
一
し
、
第
働
者

の
帥
労
働
意
思
殊
陀
女
子
弊
働
者
の
弊
働
希
望
が
家
族
生
活
維
持

の
補
助
と
い
ふ
酔
掛
か
ら
来
る
己
と
大
在
る
売
め
忙
、
低
賃
銀
に

甘
ん
や
る
か
ら
で
も
あ
ら
う
。
叉
葬
働
組
合
共
他
の
努
力
闘
瞳

の
政
治
的
地
位
弱
き
た
め
に
来
る
低
賃
銀
も
見
逃
し
が
た
い
意

味
を
有
ず
る
。
一
般
的
に
は
人
口
密
度
大
在
る
拡
を
記
憶
せ
ね

ぽ
な
ら
ね
。

之
等
は
主
と
し
て
現
在
に
於
け
る
需
要
供
給
の
関
係
設
に
諸

多
の
浬
由
で
あ
る
が
、
之
等
現
布
の
諸
事
情
を
自
己
の
周
閏
陀

立
働
か
し
め
て
居
る
と
と
ろ
の
「
流
れ
」
或
は
「
相
場
L
又
は
「
格
L

と
云
っ
た
も
の
が
あ
る
己
止
を
強
調
し
た
い
。
所
謂
歴
史
的
に

第
五
十
巻

七
七
七

傍
六
鵠

O 
七

非常時下に於ては多少異れる芸春をとる。拙稿 ι支那事担下努務D 配置に就て吋
(彦担高商晴護、第二十七競)斉摘。
拙稿L我岡民経済白日本的性格寸(彦根両前j論議、第二十五鵠〉。

)
 

Z
 

Z
 

12) 



債
格
に
於
吋
る
歴
史
的
惇
続
性

定
ま
れ
る
債
格
で
あ
り
、
継
承
せ
る
債
格
で
あ
る
。

品
川
も
鶏
卵
に
一
定
の
相
場
が
あ
る
ご
と
〈
、
勢
働
に
も
一
定

の
相
揚
が
あ
る
。
現
在
の
卵
の
相
揚
が
近
雪
過
去
の
相
場
の
継

承
で
あ
る
ご
と
〈
、
現
在
の
勢
働
の
相
場
は
近
き
過
去
の
相
揚

の
織
承
で
あ
る
。
近
普
遍
去
の
相
揚
は
亦
そ
れ
以
前
の
相
揚
の

継
承
で
あ
り
、
順
次
法
曹
過
去
の
憤
格
に
及
ぶ
。
「
自
然
は
飛

躍
せ
や
」
心
曾
て
ギ
リ
シ
ア
・
ロ

l
y
k
文
化
燦
然
た
り
得
た
所

以
は
、
哲
曲
学
者
た
ち
が
生
活
の
煩
ら
は
し
さ
か
ら
解
放
さ
れ
て

観
照
的
た
り
え
た
か
ら
だ
と
一
古
は
れ
る
。
生
活
の
煩
ら
は
し
さ

殊
に
食
ふ
た
め
の
際
競
さ
は
持
働
者
比
佐
ぜ
ら
れ
え
た
か
ら
で

あ
る
。
中
世
封
建
枇
曾
に
於
て
「
武
士
は
喰
は
ね

E
高
楊
枝
L
た

り
え
た
所
以
は
、
影
武
者
た
る
持
働
者
が
あ
り
え
た
か
ら
に
外

左
ら
ね
。
考
へ
る
こ
と
、
頭
の
仕
事
、
闘
を
士
も
る
と
と
、
大

義
名
分
を
立
つ
る
仕
草
が
高
〈
評
債
せ
ら
れ
、
食
ふ
己
と
i
h

働

ら
〈
己
と
は
問
題
の
外
に
置
か
れ
た
時
の
弊
働
の
債
格
は
推
し

て
知
る
べ
き
で
あ
る
。
長
き
顕
著
な
封
建
枇
曾
に
於
て
、
曲
目
銀

は
十
分
に
落
ち
つ
ぐ
と
と
ろ
に
固
定
せ
し
め
ら
れ
た
。
そ
し
て

そ
の
ま
L
明
治
維
新
と
た
っ
た
の
が
日
本
で
あ
る
。

共
(jJ 

干圭
迂
飴
曲
折
』主

E七
曲im7Z
H 
本
資
本
主
義
を
成
長
せ
し

第
五
+
巷

第
六
競

O 
J、

め
る
た
め
に
は
、
土
地
所
有
者
敢
に
資
本
所
有
者
を
護
る
必
要

が
あ
っ
た
、
こ
と
は
前
述
し
た
と
と
ん
で
あ
る
。
勢
働
が
受
取

ら
ね
ば
左
ら
た
か
っ
た
寸
格
J

た
る
や
、
正
に
説
明
す
る
ま
で
も

友
い
だ
ら
う
。
努
働
は
資
本
制
下
に
在
り
て
も
、
依
然
縁
の
下

の
力
持
ち
で
あ
る
。
界
銀
は
斯
〈
て
低
〈
歴
史
的
に
停
は
り
来

り
停
は
り
ゆ
〈
。

五

封
建
枇
舎
に
在
り
て
も
、
資
本
主
義
経
済
制
度
の
下
に
在
り

て
も
、
依
然
縁
の
下
の
力
持
ち
で
あ
っ
た
勢
働
は
、
旧
対
し
ず
一
園

家
全
醐
四
一
主
義
卜
に
於
で
も
亦
さ
う
で
あ
る
か
。
然
ち
ぎ
る
理
由

が
あ
る
。

即
ち
、
時
局
重
大
化
す
る
に
つ
れ
て
国
家
組
力
戦
の
必
嬰
を

告
ぐ
る
切
な
る
に
至
り
、
持
働
が
閣
防
資
源
と
し
て
見
ら
呂

L

現
時
局
下
に
於
て
は
、
持
働
は
静
桑
界
の
地
位
者
で
あ
る
左
一
五

は
友
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。
官
界
に
於
け
る
官
吏
の
地
位
左
疋
に
附
‘

臆
す
る
。
な
れ
ば
と
そ
、
曲
目
働
乃
至
枇
曾
立
法
も
、
そ
の
要
求

と
し
て
も
つ
現
下
共
通
の
性
格
は
、
持
働
評
債
が
大
ム
」
託
っ
た

拙著」日本園民経済事寸一六八頁等。，8) 



E
'と
で
あ
る
。

一
方
経
枠
的
に
は
、
従
来
の
個
人
主
義
的
・
自

由
主
義
的
注
品
枇
合
民
主
々
義
的
持
働
槻
が
捻
て
ら
れ
て
、
賃

銀
も
弊
働
報
酬
と
は
見
ら
れ
宇
、
暗
労
働
契
約
も
持
働
と
賃
銀
と

の
物
質
的
交
換
閥
係
と
見
ら
れ
友
〈
た
り
、
車
在
る
弊
働
保
護

よ
り
↓
歩
進
ん
で
、
持
働
の
培
養
と
云
ム
積
個
性
を
獲
得
す
る

に
至
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
岡
家
資
源
と
し
て
の
弊
働
は
、
生
産
力
の

立
場
か
ら
視
ら
る
?
た
め
に
、
例
へ
ば
、
弊
務
配
置
に
閥

f
る

諸
々
の
法
制
に
見
ら
る
L
ご
と
〈
、
分
配
的
側
面
の
見
落
し
な

き
に
し
も
あ
ら
や
。
即
ち
曾
て
自
由
主
義
・
個
人
主
義
に
則
っ

た
資
本
主
義
下
に
在
り
で
は
、
時
貯
働
は
分
配
的
正
義
の
視
結
h

ら
底
辺
さ
れ
た
が
、
今
平
園
家
会
開
主
義
の
立
場
に
於
て
は

園
防
支
寅
の
た
め
の
生
産
力
鏑
若
乃
至
は
稼
働
率
の
昂
揚
と
云

ふ
生
産
の
側
か
ら
考
へ
ら
る
h

に
至
っ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
杢
髄

視
が
陥
る
弊
害
の
尤
友
る
も
の
た
る
特
殊
事
情
考
慮
の
軽
腕
よ

り
、
賃
銀
に
於
て
も
持
働
契
約
に
缶
い
て
も
、
未
だ
し
の
感
が

ふ
か
い
。

殊
に
持
働
の
稼
働
率
を
高
め
る
と
云
ム
E
と
は
、
時
局
下
拘

債
格
に
於
町
る
毘
史
的
停
続
性

に
必
至
緊
急
を
要
す
る
運
命
に
在
る
。
し
h
る
陀
、
そ
の
と
と

は
、
動
も
す
る
と
、
強
制
弊
働
配
置
・
強
制
弊
働
奉
仕
・
弧
制

持
働
契
約
を
し
て
、
賦
役
持
働
化
す
る
を
そ
れ
多
分
忙
在
り
む

事
賞
、
持
務
配
置
に
闘
す
る
経
つ
か
の
現
制
令
中
、
従
業
員

雇
入
制
限
令
と
云
び
、
青
少
年
屋
入
制
限
令
と
一
正
ひ
、
下
級
腕

定ゃ
を
た 仰
しち
j早生
て産
はと
じ分
め 配
てと
完の
雪 綜
を 合
う

o Iマ
。は

f支ピ
願弊
の働
憂者
左 の
か生
ら活
し安

樟曲誠之亜L勢働・枇官立法守(法律時報、第十一審第五競)。

さ
れ
別
扱
ひ
さ
れ
て
ゐ
る
駈
は
否
定
f
ペ
ぞ
も
左
い
。
職
業
に

貴
賎
注
し
D
理
を
文
字
通
り
寅
現
す
る
は
、
疋
忙
今
を
措
い
て

は
泣
い
。

「
国
家
資
河
と
し
て
の
持
働
保
全
は
、
決
し
て
現
揚
の
労
働
の

生
産
能
率
の
増
進
の
み
を
意
味
す
る
も
の
で
は
た
い
c

生
産
的

持
働
生
活
の
辛
苦
の
後
、
生
活
資
源
を
夫
っ
た
老
後
の
宣
活
を

保
障
す
る
制
度
は
、
世
曾
坐
活
上
相
互
の
義
務
で
あ
る
。
L

(

闘

駄
筆
者
)

要
之
、
片
品
開
立
法
は
経
済
立
法
と
相
閥
的
危
ら
ぎ
る
べ
か
ら

れむ
そぽる
とt;r己
にらと
至ぬ
り。之
てれ

持
勢働
銀立
白、法
鶴、 目
の標
間の
題最
は初
主子 Uて

のし
づて
か最
ら後
まで
た左
別け

14) 

品
野
五
イ
巻

七
七
九

。
九

第
六
競



北
陸
の
漆
器
工
業

個
の
姿
を
と
る
。
云
は
て
枇
舎
保
険
そ
の
仙
の
経
済
必
の
有
一

無
乃
至
は
完
不
完
に
よ
り
て
、
界
銀
の
高
さ
の
問
題
も
、
訟
の

づ
か
ら
異
れ
る
解
決
を
要
求
す
る
で
あ
ら
う
。

経
済
法
に
葱
ま
れ
や
必
賃
ま
た
低
昔
弊
働
目
本
の
控
脂
血
T

、一

正
忙
三
思
の
徐
地
あ
り
と
云
は
友
け
れ
ぽ
友
ら
ぬ
。
這
は
戦
時
一

下
多
少
の
ゆ
と
り
あ
り
と
し
て
も
、
官
僚
閣
日
本
で
あ
り
な
が

ら
、
否
あ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
平
戦
時
を
悶
は
宇
逆
境
に
置
か
る
i
A

一

は
、
ま
た
下
級
官
公
吏
で
あ
る
。
潟
政
者
の
緊
樟
一
番
を
巽
は
一

ぎ
る
を
待
た
い
。

-‘・，、

非
常
時
局
統
制
経
済
下
、
砂
く
と
も
現
在
ま
で
は
、
一
般
物

慣
は
勿
論
、
小
作
料
、
利
子
、
持
貨
は
、
命
僻
統
に
支
配
さ
れ

て
ゐ
る
。
ど
と
ま
で
、
ま
た
、
如
何
様
に
停
統
債
格
を
破
り
う

る
か
、
が
、
か
け
ら
れ
た
る
問
題
で
あ
旬
、
一
切
の
革
新
も
ま

づ
そ
と
に
始
ま
ら
友
け
れ
ば
な
ら
由
と
思
ふ
。

債
格
に
島
け
る
体
統
の
破
壊
は
、
必
や
し
も
債
格
水
準
の
同
盟

位
だ
け
に
止
ま
ら
友
い
。
各
慣
格
問
の
惰
位
の
交
替
に
、
岡
産

奨
励
・
幾
明
鷲
見
・
消
費
節
約
在

E
一
切
の
問
題
が
つ
友
が
り
を

も
っ
。
生
産
力
擁
充
も
配
給
の
整
備
芳
賀
も
、
成
功
へ
の
詮
は

慎
位
の
交
替
に
在
る
で
あ
ら
う
。
(
昭
和
十
五
年
四
且
)




